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中国人留学生および就学生の精神保健

―Beck DepressionInventoryによる比較調査―

村瀬さな子 村瀬 澄夫 北畠 正義 山内 徹

　近年，在日外国人の急激な増加に伴い，その精神保健にも次第に関心が向けられつつある。特に在日中国

人に限ってみると，十年前の約4倍に増加し，なおも在日韓国・朝鮮人に次ぐ多さである。近年増加した，

いわゆる永住者を除く在日中国人の特徴は，留学・就学・研修の目的で滞在している者が際立って多いこと

である。

　そこで1992年冬，三重大学に在籍する中国人留学生と，三重県内にある日本語学校二校に在籍する中国人

就学生とに，自記式うつ病尺度の一つであるBeck Depression Inventory（BDI）の問診表を用いた調査を行

い，両者の結果を比較検討してみた。対象者は，三重県在住の，中国人留学生の 約7割， 中国人就学生のほ

ぼ全員であった。

　結果は，中国人就学生の28.9％に抑うつ症状（軽度22.2％，中等度3.3％，重度3.3％）を，また中国人留

学生の23.9％に抑うつ症状（軽度22.5％，重度1.4％）を認めた。中国人就学生は，中国人留学生より有意

にBDIの合計点数が高かった（p＜0.05）。また，D（不満足感），J（情動発作），S（体重減少）の項目で，

同じく就学生は，留学生より有意にBDI値が高かった。したがって，就学生という身分の不確かな中国人

就学生は，留学生に比べより強く精神的負担を来たしているものと思われた。
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